
 

2026年5月26日（火）

≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜

◆7〜9月の電気代補助計5000円、標準的な世帯で　首相表明へ

・政府が7〜9月に実施する電気料金の支援額が、標準的な世帯で1世帯あたり3カ月で5000円程度となることがわかっ

た。26日の閣議で2026年度予算の予備費から5000億円ほど支出すると決める。中東情勢の悪化による物価高を受け

て対応する。電気使用量が多くなる7〜9月に支援し、家計の負担を軽減する。

◆金の輸出、過去最大の4兆円超に　密輸品の海外流出拡大か

・金（ゴールド）の日本からの輸出額が2025年度に初めて4兆円を超えた。地政学リスクの高まりを受けた価格高騰によ

り、取引が活発になっている。このほか日本では、密輸された金地金の海外への流出が押し上げた可能性が指摘され

る。財務省の貿易統計によると、金地金などの金の輸出額は25年度に4兆884億円と1兆734億円（35.6%）増えた。

◆270万円で鹿島首位、夏のボーナス平均初の100万円超え　日経調査

・日本経済新聞社がまとめた2026年夏のボーナス調査（中間集計）は、平均支給額（加重平均）が前年比4.07%増の

104万6931円。5年連続の増加で、平均支給額が初めて100万円を超えた。25年夏と比較できる151社を対象。製造

業は3.32%増の105万7567円だった。非鉄・金属製品（10.7%増）やゴム（6.38%増）などが伸びた。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆きんでん、弘電社を850億円で買収　電設工事を強化

・きんでんは三菱電機子会社で電気設備工事の弘電社を買収し完全子会社にすると発表。TOB（株式公開買い付け）

で三菱電機以外の株主から株式を買い付けた後、弘電社が三菱電機から自己株式を取得する手段をとる。総額は850

億円となる。三菱電機は弘電社株の51.4%を保有する。弘電社を通じて株式を譲渡する契約をきんでんと結んだ。

◆日商・小林会頭「ナフサ不足で不安の相談1000件」、中東混乱受け急増

・日本商工会議所の小林会頭は都内での記者会見で、中東混乱を受けてナフサ（粗製ガソリン）の供給が不安定になっ

ていることについて「相談が5月の連休明けから急に増えている」と述べた。5月はすでに1000件程度に上り、連休前の

月500件ペースを上回っているという。「製品の注文があっても、原料が来ないためつくれない」といった声が多いとした。

◆4月の薄型テレビ出荷台数8.7%減　大型は8カ月ぶりマイナス

・電子情報技術産業協会は薄型テレビの4月の国内出荷台数が前年同月比8.7%減の30万8000台だったと発表。60型

以上の大型の出荷台数は8カ月ぶりに前年同月比でマイナスとなった。型別でみると、40〜49型は19.9%減の7万7000

台と大きく減。50〜59型は11.4%減の8万台、60型以上は6%減の4万台。

≪　注目商品　≫
■ゼネラル、首掛け式エアコン「Wearcon（ウェアコン）」

・首元に装着するネックユニット、腰に装着するバッテリー、操作端末の3点で構成され、コード

で接続して使用。冷却モードと加熱モードの切り替えが可能で、冷暖房はそれぞれ弱・中・強

の3段階に調節ができる。強モードで外気温に対して-20℃の冷却力が最大2時間程度持続。

■アイカ工業、マグネット対応の不燃化粧板

・意匠性･耐久性･施工性に優れたメラミン不燃化粧板にマグネット機能を追加。掲示用マグネ

ット、フック、小棚などのマグネット収納を使用して、デッドスペースとなりがちな壁面をスマート

に有効活用できる。住宅や医療・福祉施設などの非住宅にも適用。

■三協立山 三協アルミ社　カーポート屋根にマットで高遮熱な「シルバーポリカーボネート板」

・駐車時の遮熱対策として業界初となる「シルバーポリカーボネート板」をラインアップ。アルミ形材

色のサンシルバーに合わせたオリジナル色で、ポリカーボネート素材でありながらアルミ形材のよ

うな洗練された外観を実現。屋根下面はマットな質感で、屋根上の汚れが気にならない。


